
農
業
の
大
き
な
課
題

　
全
国
的
に
農
業
の
大
き
な

課
題
と
し
て
、「
高
齢
化
・
担

い
手
不
足
」「
耕
作
放
棄
地
の

増
加
」
な
ど
を
抱
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
伊
達
市
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
桃
や
き
ゅ

う
り
、
あ
ん
ぽ
柿
、
い
ち
ご
な

ど
全
国
に
誇
る
農
産
物
の
産
地

で
す
が
、
未
来
へ
の
不
安
を
抱

え
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
達
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
令

和
元
年
か
ら
新
規
就
農
者
支
援

制
度
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
移
住
者
向
け
や
新

規
就
農
者
向
け
の
支
援
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
向
け
た
取

り
組
み
が
少
し
ず
つ
実
を
結

び
、
新
た
な
農
家
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
新
規
就
農
の
状
況
を

み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

畑畑をを起起こすこすRaise the fieldRaise the field

伊達市農業の課題を起こし種を蒔
ま
く「新規就農」

特  集
Special Feature

全国１位の夏秋きゅうり全国１位の夏秋きゅうり
全国でも有数の生産量を誇る桃全国でも有数の生産量を誇る桃
誇れる農業を守るために誇れる農業を守るために
新しい力が必要新しい力が必要

１　農業の現状１　農業の現状

未
来
へ
の
不
安

未
来
へ
の
不
安

　伊達 市の平成 22 年と令 和 2　伊達 市の平成 22 年と令 和 2
年を比較すると、販売農家数は年を比較すると、販売農家数は
37%、耕地面積は 28% 減少して37%、耕地面積は 28% 減少して
います。農家高齢化率は 12.3%います。農家高齢化率は 12.3%
上昇し、65歳以上が 76.2%となっ上昇し、65歳以上が 76.2%となっ
ています。主な農産物の販売数量ています。主な農産物の販売数量
は、その年の天候、自然災害などは、その年の天候、自然災害など
にもよりますが、減少傾向になっにもよりますが、減少傾向になっ
ています。ています。

農家数などの推移

6,293,0286,293,028

6,062,8586,062,858

（単位 kg）

主な農産物の
販売数量

出典：JA ふくしま未来品目別販売実績

3,331,8443,331,844

2,088,4152,088,415

977,919977,919

746,236746,236

658,406658,406

417,139417,139

出典：農業センサス

夏秋きゅうり 桃 あんぽ柿 いちご

　　出荷量
全国１１位

　　出荷量
県内２位

　出荷量
県内１位

　　　出荷量
　全国１位

※出荷量の順位は令和２年となります。

平成平成 2222 年年
○販売農家数○販売農家数
○耕地面積○耕地面積
○65歳以上の○65歳以上の
　農家の割合　農家の割合

3,378 戸3,378 戸
3,771ha3,771ha

63.9%63.9%

令和令和 22 年年
○販売農家数○販売農家数
○耕地面積○耕地面積
○65歳以上の○65歳以上の
　農家の割合　農家の割合

2,136 戸2,136 戸
2,742ha2,742ha

76.2%76.2%

上段 H22 年

下段 R２年
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６
１ ５４３２

　市では、新規就農者の支援や後継者不足への対応など、農
業の担い手を育成するため、令和元年度から農政課の中に「農
業担い手係」を新設しました。これにより、県や JA との連携
が強化され、迅速な対応へとつながっています。また、令和
２年度より伊達市農林業振興公社内に、新規就農の相談窓口
を設け、相談しやすい環境を提供しています。
　新規就農には 3つの壁があるといわれています。それは、「土
地」「技術」「営農や暮らし」です。これらの支援として農地を
借りた場合の賃借料の補助や技術研修先の紹介、研修期間中
の経済的支援、暮らしを支える家賃補助など、国制度に該当
するまでの隙間を市独自で支援しています。また、きゅうりや
柿、いちごなどの研修を受け入れてくれる農家を昨年度から
新たに６軒を確保し、受け入れの強化を図っています。
　第一次産業である農業が盛んになることで、まちが元気に
なり地域の活力が生まれます。就農者を増やすことで、全国
に誇れる「伊達市の農業」の未来を作っていきたいです。

新規就農者支援、少子高齢化など
による後継者・担い手不足の対応
農業の未来を作るために

産地を守る
　社会全体の問題でもある少子高齢化、それによる後継者や担い手不足は深刻で、
特に農業では大きな課題となっています。そんな中でも伊達市の農業は全国でも有
数の産地を維持しています。この産地を守るため、新規就農者を呼び込むための取
り組みや大切なことを語ってもらいました。

新規就農者を増やす取り組み

独自の支援策などにより
新規就農者をサポート
先輩農家の想いを次の世代へ

　今年度から、県、市町村と連携して就農相談を受ける「地
区本部新規就農支援チーム」を立ち上げました。これまでは、
新規就農の相談があったら、県や市町村の担当窓口を紹介
し、それぞれが相談を受けていました。それが一度に相談で
きるように変更し、就農相談がしやすい環境を整えました。
　新規就農には資金や技術など多くの課題があります。そこ
で JA ふくしま未来の独自支援策として、担い手育成給付事
業やふくしま未来農業振興支援事業を展開し、技術研修に
かかる資金や農業機械、資材などへの助成を行っています。
また、技術の継承として、のれんわけ方式事業を展開し、技
術研修などを通して、先輩農家さんと相対して相談し、学ぶ
ことができます。
　伊達地区の中で、きゅうり、桃、あんぽ柿は三大品目とし
て重要な農産物です。その産地を守るためにも、志を持った
新規就農者の参入は大きな力となります。先輩農家の技術や
想いを引き継いで、次の世代へつなぐことを期待しています。

松
まつもと

本　麻
ま り な

莉菜
産業部
農政課 主事

ふくしま未来
農業協同組合
伊達地区
営農経済担当部長

２　農業を始める２　農業を始める
　　就農支援　　就農支援

産
地
を
守
る
た
め
に

産
地
を
守
る
た
め
に

就
農
者
を
支
援

就
農
者
を
支
援

市や県・JA の
相談窓口、先
輩農家、Web
などから情報
を収集する。

情報収集
先 進 農 家 や 公
的 研 修 機 関 で
の体験に参加。
農業を行う適性
チェックや、理
想と現実の違い
などを学ぶ。

体験・短期研修
農業法人や公
的研修機関で
雇用就農・長
期 研 修 を 行
い、知 識・技
術を習得する。

長期研修
規模・生産方
式 の 目 標 や、
収支に関する
計画を作成す
る。

就農計画作成
農地、機械、営農
資 金、住宅などを
確保する。

生産基盤の確保

独立就農

就農者支援のポイント

就農のモデルケース

就
農
し
や
す
い
環
境
を
整
備

　
伊
達
市
は
周
囲
を
山
に
囲
ま

れ
た
盆
地
で
あ
り
、
夏
は
暑
く

冬
は
氷
点
下
に
な
る
ほ
ど
寒

く
、
こ
の
寒
暖
差
の
あ
る
気
候

が
お
い
し
い
農
産
物
を
作
り
ま

す
。

　
関
心
は
あ
っ
て
も
新
た
に
農

業
を
始
め
る
に
は
、
農
地
や
農

業
機
械
、
技
術
な
ど
農
業
に
関

す
る
こ
と
の
ほ
か
、
住
宅
や
生

活
環
境
な
ど
、
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
行

政
と
J
A
、
農
家
が
連
携
し

て
相
談
や
農
業
研
修
、
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
就
農
し
や

す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
就
農
を
目
指
し

て
い
る
人
に
、
伊
達
市
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
就
農
相
談

会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福島県、伊達市、JA が
チームとなって、就農相
談を受け付け、トータル
でサポートできる体制を
今年から構築し、ワンス
トップで相談できます。

１１ポイントポイント
気軽に相談気軽に相談
できる環境できる環境

渡
わたなべ

邉　弘
ひろかつ

克さん

先進農家や公的研修機関
での体験により、就農を
希望する作物の特徴や栽
培技術、農業経営など、
就農に必要なノウハウを
学ぶことができます。

２２ポイントポイント
栽培技術や栽培技術や
経営を学ぶ経営を学ぶ

就農までに千差万別の課
題があります。農地や住
環境のマッチング、生活
や農業機械、資材への支
援など、さまざまなケー
スに対応しています。

３３ポイントポイント
さまざまなさまざまな
ケースに対応ケースに対応

特集　特集　畑畑を起こすを起こす
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プロフィール

出身：青森県南
なんぶちょう

部町
家族：独身
就農年月：令和３年３月
栽培作物：
　ハウスきゅうり　12a
　露地きゅうり　  10a
昔から農業に興味を持ち、
いつかやってみたいと思っ
ていた夢を伊達市で実現。

夏
なつさか

坂 翔
しょうた

太さん（伊達地域）

夏坂さんって
こんな人！

夏
坂
さ
ん
に
き
ゅ
う
り
栽
培
の

極
意
を
伝
授
し
た

先
輩
農
家
　
佐
藤 

清き
よ
か
ず和
さ
ん

　夏坂君はとても真面目で勉強をし
ています。うちに来たときも最初か
ら教えてほしいと話し、苗の消毒や
定植から経験し、実践してもらいま
した。毎月行われる指導会に欠かさ
ず参加してとても熱心です。将来は、
指導する立場となって、伊達のきゅ
うりを継承していってほしいです。

内堀さんって
こんな人！

　内堀君は何事にも一生懸命に取り
組んでいて、地域の人とつながり、
交流ができています。何よりやる気
を持っています。それが成功につな
がっていると思います。収穫するまで、
何が起こるか分からないので、緊張
感を持ってやるよう伝えています。将
来は、リーダーになってほしいです。

プロフィール

出身：雄大さん 北海道名
な よ ろ し

寄市
　　  美喜子さん 伊達市
家族：5 人
就農年月：令和２年６月
栽培作物：
　桃　150a
農業に興味を持ち、農業な
ら果樹、福島なら桃と決め
て伊達市に就農。

内
うちぼり

堀 雄
ゆうだい

大さん（伊達地域）
　　 美

み き こ
喜子さん

雰
囲
気
が
魅
力

自
分
の
手
で
、
生
産
か
ら

販
売
ま
で
全
て
一
貫
し
て

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と

が
、
農
業
を
始
め
る
き
っ
か
け
で

し
た
。
福
島
な
ら
桃
、
桃
な
ら
伊

達
と
思
い
、
伊
達
市
に
就
農
し
ま

し
た
。
そ
し
て
妻
が
応
援
し
て
く

れ
た
こ
と
も
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
の
魅
力
は
、
仕
事
で
あ
っ

て
も
自
然
と
一
緒
に
生
き
て
い
る

こ
と
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
畑

は
遊
び
場
。
家
族
し
か
い
な
い
の

で
、
マ
ス
ク
な
し
で
走
り
回
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
桃
は

毎
年
、
生
育
状
況
が
違
う
の
で
、

ど
う
し
て
あ
げ
た
ら
い
い
の
か
考

え
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

　

就
農
す
る
た
め
、
佐
々
木
さ
ん

の
と
こ

ろ
で
、

１
年
間

指
導
を

受
け
ま

し
た
。

い
た
だ

い
た
言
葉
す
べ
て
が
心
に
残
り
、

経
験
が
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

朝
も
少
し
話
を
聞
き
に
行
っ
て
き

ま
し
た
（
取
材
日
）。
隣
の
圃ほ

場

の
方
々
も
、
見
に
き
て
、
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
く
れ
る
の
で
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
も
う
少
し
面
積
を
増
や

し
、
作
っ
て
い
る
品
種
の
ほ
と
ん
ど

が
あ
か
つ
き
な
の
で
、
樹
齢
と
品

種
の
分
散
を
進
め
、
作
業
効
率
を

高
め
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
農
業

経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

３　新規就農者
　　インタビュー

Interview 農業を始める想い 新規就農した夏坂さんと内堀さん
農業への想い、就農地としての伊達市を伺った

スペシャル対談
伊達市長と認定新規就農者との座談会

　令和 4 年 5 月 24 日に伊達市長と認定新規
就農者の夏坂さん、内堀さん夫妻の座談会が
市役所で行われました。就農先の選定、就農
地としての魅力などを語り合っています。伊達
市公式 YouTube チャンネルからご覧ください。

市公式
Youtube

チャンネル

お気軽にご相談ください
新規就農に関するお問い合わせ

　伊達市で農業を始めてみたい、伊達市の移
住環境を知りたいなど、新規就農に関するお
問い合わせは、農政課農業担い手係または、
JA ふくしま未来伊達地区農業振興課、伊達市
農林業振興公社にお問い合わせください。

▶︎問い合わせ先
農政課農業担い手係
　　☎024-573-5635
JA ふくしま未来
伊達地区農業振興課
　　☎ 024-575-0114
伊達市農林業振興公社
　　☎ 024-573-2150

内
堀
さ
ん
に
桃
栽
培
の

極
意
を
伝
授
し
た

先
輩
農
家
　
佐
々
木 

春は
る
お男
さ
ん

人
の
良
さ
が
魅
力

伊
達
市
で
新
規
就
農
し
た
知

り
合
い
か
ら
「
就
農
し
た

い
な
ら
教
え
る
よ
」
と
声
を
か
け

て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

就
農
し
ま
し
た
。
き
ゅ
う
り
と
決

め
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
伊
達
市
が
名
産
地
と
聞
い

て
、
き
ゅ
う
り
に
決
め
ま
し
た
。

　

農
業
の
魅
力
は
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
。
そ
し

て
、
夏
秋
き
ゅ
う
り
日
本
一
の
伊

達
市
で
き
ゅ
う
り
を
作
っ
て
い
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
し
、
私

が
そ
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

新
規
就
農
す
る
に
あ
た
り
、
農

業
普
及
所
、
農
政
課
、
J
A
、
先

輩
農
家

の
方
々

な
ど
多

く
の
方

に
お
世

話
に
な

り
ま
し

た
。
出
身
の
青
森
も
同
じ
東
北
人

で
人
の
良
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
伊

達
市
は
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
人
の
良
さ
が
素
晴
ら
し

い
。
新
規
就
農
者
を
快
く
受
け
入

れ
て
く
れ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

　

き
ゅ
う
り
は
成
長
が
早
い
の

で
、
管
理
が
と
て
も
大
変
で
す
。

管
理
が
追
い
つ
か
な
い
と
曲
が
っ

て
し
ま
う
の
で
、
し
っ
か
り
管
理

を
し
て
商
品
価
値
の
高
い
き
ゅ
う

り
を
作
り
、
規
模
を
拡
大
さ
せ
て

い
き
た
い
で
す
。　
　

日
本
一
の
伊
達
で

日
本
一
の
伊
達
で

き
ゅ
う
り

き
ゅ
う
り
を
作
る

を
作
る

市公式
ホームページ

JA ふくしま未来
ホームページ

佐藤さんの話に耳を傾ける
夏坂さん

特集　特集　畑畑を起こすを起こす

福
島
な
ら

福
島
な
ら
桃桃

桃桃
な
ら
伊
達
で
作
り
た

な
ら
伊
達
で
作
り
た
いい

相談しながら摘果作業を進
める内堀さん夫妻
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